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尾道糸崎港

1. 概況
　
〈沿革〉
　尾道糸崎港は、瀬戸内海のほぼ中央に位置する静穏な水
域をもつ良港であり、古くから広島県備後地域と四国及び島
しょ部とを結ぶ海上交通の要衝として、重要な役割を果たし
てきました。港湾区域は、東西18kmに細長く広がっており、
糸崎・尾道・松永の三港区から成り立っています。
〈糸崎港区〉
　糸崎港区の背後にある三原市は、山陽道の中央に位置し、
古くから主要な宿場、海路の要衝として栄えてきました。
　明治32年（1899年）特別貿易港となり、大正11年（1922年）
には内務省の指定港に編入されました。昭和年代になると、
海岸線への大企業の進出によって公共施設の拡張余地が乏し
くなり、昭和36年（1961年）から古浜地先の埋立事業、同37
年（1962年）から係留施設の整備を始め、昭和50年（1975年）
までに水深4.5ｍ以上の岸壁が8バース整備されました。
　この間、昭和23年（1948年）に開港指定を受け、同28年

（1953年）に尾道港と合併して、重要港湾尾道糸崎港として
発足し、広島県が港湾管理者となりました。
〈尾道港区〉
　尾道港区は、背後に浄土寺、西国寺、千光寺の三山を控え、
前面に尾道水道を隔てて向島と相対する往古からの天然の良
港で、内海の商港として発展してきました。
　大正14年（1925年）に尾道鉄道が北備に延びたのを契機
として、自動車交通の盛況とあいまって港勢もさらに発展
し、昭和２年（1927年）重要港湾に指定され、同年12月には
開港指定を受けました。昭和４年（1929年）から改修工事に
着手し、現在の主な施設はこのころ整備されています。昭和
62年（1987年）には、「尾道糸崎ポートルネッサンス21計画」
を策定し、平成9年（1997年）には港湾機能の高度化の核と
なる旅客ターミナルビルが完成、同22年（2010年）にその周
辺地域を「サイクリングポートみなとオアシス尾道」として登
録、同26年（2014年）には港湾上屋を活用した「ONOMICHI 
U2」がオープンするなど賑わいのあるウォーターフロントを
創出しています。
〈松永港区〉
　松永港区は、背後諸河川から流出された土砂が堆積し、付

近の陸岸や島々によって囲まれた遠浅の湾であります。江戸
時代には塩田が開かれ、松永塩として名声が高まり、これら
は専ら海運による運送が行われていました。また、明治中期
になると木覆工業がおこり、原木をアメリカや北海道等から
輸移入するため入港する船舶に対する港湾施設整備の必要性
が痛感されるようになりました。
　昭和29年（1954年）松永市の発足に伴い、港湾整備の機運
が急速に高まり、同31年（1956年）には地方港湾の指定を受
け、同39年（1964年）には重要港湾尾道糸崎港へ編入され、
同41年（1966年）には福山市との合併などによって、松永港
整備の体制が整ってきました。昭和43年（1968年）広島県で
は、松永地区を広島県東部における木材港として整備する方
針を決定し、平成9年（1997年）に原木荷役用のドルフィン
の整備、同22年（2010年）に臨港道路山波松永線が開通した
ことで、原木等の港湾関連貨物の円滑な物流が確保されてい
ます。
〈現況〉
　令和5年（2023年）における取扱貨物量は約113万トンで、
主な貨物は原木の輸入や鋼材、セメント、とうもろこしなど
といった内貿貨物です。フェリー貨物の利用も多く、周辺島
しょ部との連絡拠点としての重要な役割を果たしています。
　整備の状況としては、松永港区の機織地区では、取扱貨物
の中心である輸入原木や製材品等の輸送の効率化を図るた
め、泊地の浚渫等を行っています。また、糸崎港区の貝野地
区及び松浜地区においては、内貿貨物に対応する公共ふ頭や
都市再開発用地などの整備を行っています。
〈将来計画〉
　尾道糸崎港の主要な背後圏である三原市、尾道市及び福山
市を中心とする都市圏は、広島県東部における経済・社会の
中心的な役割を果たしていますが、今後も地場産業の生産力
強化を図ることにより、ますます発展することが期待されて
います。
　このため、尾道糸崎港を「物流関連ゾーン」、「生産ゾーン」、

「人流関連・交流拠点ゾーン」、「緑地・レクリエーションゾー
ン」、「船だまり関連ゾーン」の５つの利用形態に、集約的に
配置し、広島県東部の流通拠点機能のより一層の充実によ
り、人・もの・情報に関する交流拠点機能の充実をめざして
います。

〒730–8511　広島市中区基町10–52
☎082–228–2111㈹、082–228–0976
URL：http://www.pref.hiroshima.lg.jp/

広島県土木建築局港湾漁港整備課
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2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路 1,078 539 539
輸出 内国航路 406,414 194,460 211,954
輸入 計 407,492 194,999 212,493

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 1,676 100.0 1,656 98.8
輸入 257,395 100.0 8,000 3.1 231,870 90.1 2,225 0.9
計 259,071 100.0 8,000 3.1 231,870 89.5 3,881 1.5

移出 272,900 100.0 30 0.0 12,802 4.7 1,160 0.4 83,554 30.6
36,635

移入 524,401 100.0 170,479 32.5 32,703 6.2 61,012 11.6 154,336 29.4
38,555

計 797,301 100.0 170,509 21.4 45,505 5.7 62,172 7.8 237,890 29.8
合計 1,056,372 100.0 178,509 16.9 277,375 26.3 62,172 5.9 241,771 22.9

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出 20 1.2
輸入 15,300 5.9
計 15,300 5.9 20 0.0

移出 15,962 5.8 150,337 55.1 13 0.0 9,042 3.3

移入 105,603 20.1 12 0.0 256 0.0

計 121,565 15.2 150,337 18.9 25 0.0 9,298 1.2
合計 136,865 13.0 150,337 14.2 45 0.0 9,298 0.9

太字は自動車航走船取扱貨物（外数）で、計及び合計に含まない

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 113 640,134 26 407,603 15 142,958
内航商船 24,071 1,565,605 7 94,277 6 48,608
自　　航 5,873 1,020,262
そ  の  他 8,077 273,390
合　　計 38,134 3,499,391 33 501,880 21 191,566

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 7 29,838 24 44,513 4 2,893 37 12,329
内航商船 69 299,968 56 95,898 193 145,781 23,740 881,073
自　　航 5,873 1,020,262
そ  の  他 2 6,638 13 19,317 8 5,309 8,054 242,126
合　　計 78 336,444 93 159,728 205 153,983 37,704 2,155,790

最大入港船舶のトン数　85,399 総トン（喫水　 m）
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3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
（公 　　　　　共）
尾 道 港 区 西 御 所 岸 壁 7.5 402 4,500

新 浜 岸 壁 5.5 466 1,500 5 デリック 15
30

1
1

4 10,200 鉄鋼

駅 前 浮 桟 橋 4.5 94 150 3 旅客
中 央 浮 桟 橋 5.5 264 300 4 〃
戸崎沖Ｃバース 10.0 15,000 1

糸 崎 港 区 糸 崎 １ 号 岸 壁 8.5 135 6,000 1 ジブＣ 40 1 1 1,362 セメント
糸 崎 ２ 号 岸 壁 10.0 185 10,000 1 1 1,323 金属機械
古 浜 岸 壁 5.5 185 1,000 2 2 2,800
和 田 １ 号 岸 壁 5.5 90 2,000 1 砂、砂利、石材
和 田 ２ 号 岸 壁 4.5 180 700 1 〃
貝野 –7.5ｍ岸壁 7.5 140 5,000 1 鉄道輌
松 浜 １ 号 岸 壁 7.5 130 5,000

松 永 港 区 南松永西１号岸壁 4.5 60 700 1 木製品
南松永西２号岸壁 4.5 60 700 1 〃
南松永西３号岸壁 10.0 185 15,000 1 原木､ 木製品
南松永西ドルフィン 10.0 240 30,000 1

（私 　　　　　設）
尾 道 造 船 ㈱ 尾道造船０号岸壁 6.0 150 31,500 1 水平引込式Ｃ 50 1 艤装

尾道造船１号岸壁 6.0 159 31,500 1 10
20

1
1

〃

尾道造船２号岸壁 6.0 127 31,500 1 〃 10 1 〃
尾道造船３号岸壁 6.0 77 31,500 1
尾道造船５号岸壁 6.0 89 31,500 1 〃 40

10
1
1

〃

尾道造船６号岸壁 6.0 76 31,500 1 〃 50
120

1
1

〃

尾道造船７号岸壁 6.0 47 31,500 1 〃 20 1 〃
尾道造船８号岸壁 6.0 350 31,500 1 〃 20 2 〃

日 立 造 船 ㈱ ※上記3項目JFE
商事造船加工㈱

日立造船１号岸壁 7.0 81 24,000 1 ジブＣ
橋型
〃
つち型

83
35
52
10

1
1
1
1

荷役

日立造船２号岸壁 7.0 200 24,000 1 ジブＣ 10 1 荷役
日立造船３号岸壁 7.0 90 24,000 1
日立造船４号岸壁 7.0 150 24,000 1 ジブＣ 5 1
日立造船５号岸壁 7.0 180 24,000 1
日立造船６号岸壁 7.0 150 24,000 1 ジブＣ 10 1

帝 人 ㈱ 帝 人 岸 壁 5.0 400 500 5 アンローダー
シブC

天井C

30
15
15

1
1
2
5

重油
石炭
化学薬品

エッソスタンダード㈱ スタンダード東桟橋 7.0 57 3,000 1 石油積卸ポンプ 90 1 石油製品
三 菱 重 工 業 ㈱ 三菱和田１号岸壁 4.5 75 700 1

三菱和田２号岸壁 7.5 130 5,000 1
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5. マリーナ
区　　分

名称など

施　設　規　模 収　　容　　能　　力
上下

架施設
（能力、

基数）

泊
地
水
深

（m）

開設
年度 関連施設陸域

（㎡）
水域

（㎡）
防波堤
延長

（m）
合計

（隻分）

陸上保管 水面保管
ボート
ヤード

（隻分）
艇庫

（隻分）
浮桟橋

（隻分）
固定
桟橋

（隻分）
向島マリーナ

〒722–0052 尾道市
山波町1905–24
☎0848–37–1017

2,445 300 – 60 60 – – – 1基 昭和47
年度

fair windマリーナ

〒722–0073 尾道市
向島町16058–191
☎0848–44–0007 

6,600 250 – 100 100 – – – 1基 昭和63
年度

クラブハウス
（管理棟含む）
桟橋

高田マリーナ

〒720–0543 福山市
藤江町345–1
☎084–935–8656 

1,980 330 – 35 35 – – – 1基 昭和52
年度

柳津プレジャーボー
トスポット

〒729–0114 福山市
柳津町市場沖（慶応
浜）地先
☎084–959–3302
指定管理者
福山地域ボートパー
ク運営共同企業体

51 – – 51 – –2.0 平成12
年度

保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場 89,213㎡
普通倉庫
　1～3類倉庫 14 27,742㎡
　危険品倉庫 1 874㎡
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） 2 507㎡
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – 782,103㎡

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 4.5～11.0 3,884,206
はしけ溜 ～4.5 225,441
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

三原内港船客上屋 166
新浜フェリー
待合所

31

尾道ポートター
ミナル待合所

423

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 14,072
新交通・鉄道 –
ヘリポート –

6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
三原内港 東公園 1.349 昭和54年度
三原内港 西公園 580 昭和50年度
三原内港 城町公園 1000 昭和53年度
三原市貝野緑地 140 昭和53年度
尾道土堂緑地 249 昭和63年度
戸崎緑地 1,400 平成7年度
南松永機織緑地 6,430 昭和60年度 庭球場 便所
柳津泊地緑地A 459 平成８年度
柳津泊地緑地B 930 平成８年度
東御所緑地 3,867 平成12年度
松浜1号緑地 1,941 平成21年度
松浜2号緑地 884 平成21年度

4. コンテナターミナルの概要
該当なし
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8. ポートサービス
水先

水　　先　　区 水　先　人　会　事　務　所　所　在　地 電話番号 会員数
内海 〒650–0042　神戸市中央区波止場町5–4　中央ビル 078–391–7191 149

曳船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 馬　　　　力 隻数

内海曳船㈱尾道出張所 〒722–0035　尾道市土堂2丁目2–10 0848–23–5634 2,600～3,000 3
山陽海運㈱尾道松永支店 〒729–0105　福山市南松永町4–10–10 084–934–1604 55～110 11
歌港組㈲松永事務所 〒729–0104　福山市松永町7–2–22–5 084–934–1144 55～130 6
向島造機㈱ 〒722–0073　尾道市向島町外新開9954–3 0848–44–0600 90 1
松永荷役㈲ 〒729–0105　福山市南松永町4–5–12 084–933–5273 35～90 14

9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

神戸税関福山税関支署尾道糸崎出張所 〒722–0002　尾道市古浜町27–13 0848–23–2792
神戸植物防疫所広島支所尾道出張所 〒722–0002　尾道市古浜町27–13 0848–22–6642
中国運輸局尾道海事事務所 〒722–0002　尾道市古浜町27–13 0848–23–5235
広島港湾・空港整備事務所
福山港・尾道糸崎港事務所

〒722–0037　尾道市西御所町14–15　第6堀田ビル4F 0848–21–0232

尾道海上保安部 〒722–0002　尾道市古浜町27–13（尾道地方合同庁舎内） 0848–22–2109
広島県東部建設事務所三原支所 〒723–0015　三原市円一町2–4–1 0848–64–2322

廃油処理施設
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 処理能力（t/D）

新居浜廃油受入施設 〒722–0036　尾道市新浜1–5–29 0848–22–8158 タンク容量20ｔ

給水船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 給水能力（トン） 隻数

三原給水㈱ 〒723–0014　三原市城町1–25–6 0848–64–0211 500t～640t 4

医療・厚生施設
（港湾）

区　分 名　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号
総合厚生 尾道糸崎港湾福祉センター 〒722–0002　尾道市古浜町27–284 0848–23–8611

7. 基地港湾
該当なし
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